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A B L520の使い勝手について
北海道大学医学部附属病院集中治療部

菊地信明杉本久飢物修

私共の集中治療部は5床で、固定スタッフ(文部教

官) 3名と 3~6 カ月交代の各科からのローテーター

(医員) 7名の計10名とナース20名で構成されている。

血液を採取し，血液ガス分析装置にいれるのは専らロー

テーターの役目である。今回，ユーザーレポートを書く

に当たり彼らのAB1.520に対する意見を求めたところ，

後に紹介するような非常に高い評価が得られた。しかし

ながら、 AB1.52Uの忌大の特色である“佳品川U2， 0剖 b，

COHb， Met Hb， RHbを実演IJし，組織への酸素運搬に関す

る深い情報を提供する30数種のパラメータを l分足らず

で演算処理できる"ことを知っているものはほとんどい

なかったことは残念である。血液ガス分析装置の持つ当

然の機能と思っていたのかも知れない。 AB1.520の優れ

た機能については，これまでも何度か本誌で紹介されて

いるので、今回は、実際に使用しているローテーターの

意見を参考に、主としてAB1.520の使い勝手について記

述する。

ABL520の使い勝手

(1)測定時聞が短い検体注入からわずか40秒で結果が

表示される a 数10秒の測定時間の差が臨床経過に彫響を

与えることはないと思いうが，結果を待っているものに

とっては，測定時間の短縮は短いに越したことはない。

また、多くの患者からのサンプリングを連続的に行う場

合のメリットは大きい。これが、ローテーターがABL

520の長所として上げた中で最も多かった。

(2)測定可能になる玄での待ち時間が表示台れる:採血

していざ測定しようとしたら、キャリプレーションが開

始された直後であり、イライラを経験することは誰にで

もある。 ABL520ではリンス，キャリプレーションなど

の際には，測定可能となるまでの待ち時間を表示してく

れるので，多少イライラが軽減される。

(3)ディスクベースのデータ管理:後で、演算パラメー

タを計算したり、個人の経時的な変化を追う場合や、 うっ

かり結果を紛失してしまった時にも便利である。

(4)ポップアップウインドウの易操作件:特別演算を行

う場合やトラブル時にも画面上で誘導されるソフトキー

を押すだけで必要な操作ができる。私共は、 ABL520の

マニュアルを見たことはない位である。

(5)静かなプリンター:私共の集中治療部ではベッドの

近くにAB1.520を設置しているので、プリンター動作の

静かさは重要である。

(6)記録用紙の繍完が容易である

(7)コンパクトである

が笑際に使用しているローテーターの意見である.

パルスオキシメータやカプノメータの非観血的なモ

ニタがルーチンに使用され、血液ガス分析の頻度は確実

に減少してきている。血液ガス分析装置は、パルスオキ

シメータやカプノメータの値を確認するためのものになっ

てしまうのではと思うこともあった。しかしながら、健

常人であれば呼気二酸化炭素分圧とPaC02は良く一致す

るが、集中治療部に収容される患者では、この2つに大

きな較差を見ることも多い。また、この較差から換気/血

流比の異常などの病態を知ることができることも忘れで

はならない.パルスオキシメータは、低体温やショック

などで末梢循環不全のある場合には、正確な5a02を表示

しない。また、著明な血液希釈がある場合でもSp02は低

下しないが、実際には血液の酸素合量は著しく滅少して

いるはずである。従って、動脈血ガス分析による情報が

必須である.この場合、単にP02， PC02， pHだけでは

なく、 tHb、 s02， 02Hb、 ct02， Psoなど、駿境基平衡

についてのデータに加えて、酸素運搬能に関する情報が

不可欠となる。さらに、混合静脈血のデータを加えるこ

とでQs/Qt、AaD02などが算出される。 ABL520には、

生体における酸塩基平衡に加え、酸素摂取、酸素運搬、

組織への駿索放出についての情報を迅速に、正確に得る

ことができるという優れた機能が付加されている。これ

らを臨床の場で十分に活用し、重症患者の管理に役立て

ていくことが、集中治療部で働く医師の役割といえる。
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AB[M(ま血液ガス分析のスタンタードです
ラジオメーター社では35年にわ疋るoH/血液ガス分析の経験をもとl乙ユーザーの皆様の必要
に応じた皿液ガス分析のシステムを用意しています。ディスクベースのデータマネジメント，各

種インターフェイス能力，オペレーターの安全性の追求など，常に新世代の血液ガス分析を目指

しています。

承認、蓄号(03B輸)0500号

増認醤号(03B愉)09861; 

血液ガス+電解質 ABLラOラ

The Deep Picture ™ ABLラ20，ラ10

一酸塩基平衡と酸素化に関する情報

血液ガスとオキシメトリーの同時測定を行う世界で唯一の分析装置

です。手術中， ICU管理，救急等の重症患者の診断には， pH/血

液ガスの測定に加え，総Hb濃度，酸素飽和度の実測をはじめとす

る，病的ヘモグロビンの存在を考慮に入れた酸素状態の評価が不可

欠です。ラジオメータ一社の ABL51O， 520はわずか85μLのサン

フ。ルから 45秒で，この肺での酸素摂取，酸素の組織への運搬，放

出に関する分析を可能にしました。

全血のサンフ。ル中のpH，pCO" pO，に加えて， K+， Na七イオン化

カルシウム(またはcnを実測する一体型分析装置です。二重液絡の
採用により，ヘマトクリッ ト値の高低に関係なく安定した値が得られま

す。サンプル量は 125μLで完全自動で50秒後に結果がプ リントアウ

トされます。

ABL505 に OSM™ 3 へモオキシメ ー タを接続すると， 1枚のプリントアウ トから

pH/血液カ'ス+電解質に加えて，酸素化情報が得られます。

ラジオメーター株式会社

ラジオメータートレーディング株式会社

〒153東京都目黒区三国 1-12-23MT2ビルディング

H (03) 5704・8001(ft) 
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所業営 金沢 ft(0762) 31-4455 
名古屋 ft(052) 741-8211 
大阪 ft (06) 350-2000 
高松宮(0878)44-0880 
広島 ft(082) 247 -8421 
福岡宮(092)822-2135 

承認番号(04B輸)0229号 承認番号(02B蛤)1102号

ラジオメータ一社の血液ガス分析装置については，

各営業所にお問い合わせください。

ABL™, OSM™, The Deep Picture™は，
ラジオメータ一社(デンマーク)の商標です。


